
                              

 

令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 

 

令和４年度事業計画（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）に基づき実施し

た事業の概要について報告する。 

 

１ 総括（新体制の構築、新型コロナウイルス対策の推進等）  

昨年度は、新型コロナウイルス感染予防の観点から、全警協が策定した「感染

予防ガイドライン」の遵守を始め、例年実施している各種施策を大幅に縮小した

一方で、警備員不足解消を目的にした福井労働局及びハローワークとの連携強化、

「警備業における適正取引推進等に向けた自主行動計画」の活用による労務単価

向上対策等を推進した。 

また、教育事業については、指導教育責任者講習講師と特別講習講師の増強等

を行い、警備員教育の更なる充実を図った。 
 

２ 組織の充実強化 

 (1) 会員数   

ア 正会員 

  ５６社（令和５年３月３１現在） （※ 令和５年４月１日現在 ５７社） 

令和４年度中、新たに１社が入会し、３社が退会したことにより、令和５

年３月３１現在、正会員数は５６社である。 

組織の基盤を強化するため、今後も、労務単価の向上を始めとする勤務環

境の改善等に努めつつ勧誘活動を促進していく。 

（令和５年３月３１日現在） 

 ４ 条 業 者 ９ 条 前 段 業 者 

県 内 業 者 数 ６１ 社 ２７ 社 

協 会 加 盟 社 数 ４３ 社 １３ 社 

協 会 加 盟 率 ７０．５％ ４８．１％ 

         

 (2) 業界連携 

 ア 全国警備業協会及び他県協会との連携 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染予防対策の推進を始め、警備業務

の適正な実施、暴力団等反社会的勢力に関する情報収集や排除活動の推進、

「11.1 警備の日」の広報活動への取組等に関する連絡調整や各種アンケー

ト調査、特別講習等教育事業の効果的な推進等を通じ、会員と全国警備業協

会等との間で緊密な連携を図った。 



                              

 

イ 業界会議等への出席 

 

   業界の当面の諸課題等を協議するため、次の会議に参加した。 

月 日 場 所 会 議 の 名 称 備  考 

5.30 愛知県 春季中部地区警協連合会会長等会議 会長、専務  出席 

6. 8 東京都 全警協定時総会 会長   Web 参加 

7. 6 東京都 全警協専務理事等会議 専務   Web 会議 

9.18 東京都 全警協教育委員会 会長   Web 会議 

11. 7 東京都 全警協創立５０周年記念式典 会長   Web 参加 

11.28 富山県 秋季中部地区警協連合会会長等会議 会長、専務  出席 

2.初旬 富山県 北陸三県会長等会議 会長、専務 書面議決 

2.10 東京都 全国警備業殉職者慰霊祭 北川労務委員会委員長 出席 

2.27 東京都 全国警備業協会事務担当者会議 主事   Web 会議 

3. 6 東京都 全国青年部会長等会議 専務   Web 会議 

 

 (3)  会議・委員会等の開催 

各種事業の効果的な推進を図るため、委員会等を開催（出席）した。  

月 日 場 所 会議の名称 協 議 事 項 等 備 考 

4. 下旬 協会 
公安委員会受託講

習講師担当者会議 

・令和４年度指教責講習等の講

師委嘱と推進要領の協議 
書面 

5.11 旬 協会 第１回総務委員会 ・理事会上程案件の協議 同委員 

5.18 協会 第１回理事会 ・定時総会上程議案の承認 理事等 

5.25 県民ホール 
令和４年度 

定時総会 

・R3 年度事業報告の可決 

・R3 年度収支決算報告の可決 

・R4 年度事業計画(案)の承認 

・R4 年度収支予算(案)の承認 

定足数 

充足 

 

 

6. 7 県庁 
県安全安心まちづ

くり推進会議 

・県内の犯罪情勢 

・当協会の取組 
会長 

6. 8 県立図書館 県防犯協会総会 ・総会議案の承認 専務 

6.20 
国際交流会

館 

不当要求防止責任

者講習 

・不当要求防止（暴力団等排除）

対策の修得 
会員 

9. 6 
ハローワー

ク福井 
警備業界説明会 

・求職者に対する警備業界の説

明と求人募集 

山本理事

等、専務 



                              

 

11. 1 
ユーアイ・

ふくい 

暴力追放福井県民

大会 
・暴力団追放決議 会員 

11.中旬 協会 労務委員会 
・令和４年度「労働災害防止応

募作品」の審査 
書面 

12.12 合同庁舎 
人材確保対策推進

会議 
・福井労働局との協議 

山 本 理

事、専務 

2.初旬 協会 教育委員会 ・令和５年度講習計画等 書面 

3. 4 国際交流会館 暴追ｾﾝﾀｰ理事会 ・理事会案件の審議 専務 

3. 8  協会 第２総務委員会 

・第２回理事会上程案件の協議 

（令和５年度事業計画（案）及

び令和５年度収支予算（案）） 

同委員 

3.15 協会 
第２回理事会 

（予算） 

・令和５年度事業計画(案)の審議 

・令和５年度収支予算(案)の審議 
理事等 

 

 

３ 適正警備業務の推進 

 警備業務の実施の適正を図るため、全国警備業協会、監督官庁の県公安委員

会（県警察本部）、労働局、労働基準監督署等との緊密な連絡体制を維持し、関

係法令の解釈・運用並びに適正な警備業務の実施に関する指導・指示を受け、

その都度、これを迅速に会員宛てに周知伝達したほか、労災事故防止、暴排活

動への積極的な取組等を推進し、適正業務の実施に努めた。 

 

 

４ 社会的地位向上事業の推進 

 (1) 警備員教育の充実 

   警備員の知識技能の向上を図るための「協会が行う現任教育」は、令和４年

度中、基本教育（４時間）を２回、業務別教育（６時間）を４回（１号業務２

回、３号業務２回）の計６回実施した。 

 

 

教 育 種 別 実施月日 受講者数 備 考 

基本教育 
４月１４日（木）      １４名  

 ９月 ８日（木） １１名  



                              

 

業務別教育

（１号） 

 ６月 ２日（木） １９名  

１１月１０日（木） ２０名  

業務別教育

（３号） 

５月１４日（土） ２０名  

１１月１９日（土）  ８名  

計       ６回       ９２名  

 

 (2) 教育幹部等の育成 

  ア 指導教育責任者講習講師 

    全国新任幹部研修会に受講者を派遣し、以下の２名が新たに指導教育責任

者講習講師の資格を取得した。 

 

氏  名 所属事業所 種  別 

竹内 裕康 ㈱ホールデック 
指導教育責任者１号 

（※ ２号、３号は取得済） 

堀本 昌利 ㈱アイゼン 指導教育責任者１号、２号 

 

  イ 特別講習講師 

    〇 特別講習現任講師の更新 

更新時期の特別講習現任講師全員が資格を更新した。    

〇 特別講習新任講師候補者研修会への派遣 

      新任講師候補者研修会に受講者を派遣し、以下の者が新たに特別講習

講師として委嘱された。 

 

氏  名 所属事業所 種  別 

中川 幸士 ㈱オーイング 施設警備業務２級 

 

 

(3) 労災防止対策の推進 

ア 福井県警備業安全衛生大会の中止 

新型コロナウイルス感染予防の観点から令和５年第１８回福井県警備業 

安全衛生大会については開催を中止した。 

 

イ 福井県警備業協会第１４回(令和４年度)労働災害防止「論文･ポスター･

標語」コンクールの実施及び入選作品の表彰 



                              

 

警備員の災害防止に関する意識の改革･浸透を図るため、啓蒙ポスターの

掲示を促進したほか、福井県警備業協会第１４回(令和４年度)労働災害防止

「論文･ポスター･標語」コンクールを実施し、多数の応募作品の中から優秀

作品（論文４点、ポスターの部１点、標語の部３点）を選考。入選者を表彰

し、労働災害防止に対する意識の啓発と安全意識の更なる高揚を図った。 

 

５ 地域安全確保活動 

 (1) 県安全安心まちづくり運動への参加 

福井県及び県警察が提唱する「安全安心まちづくり推進会議」に積極的に参

画し、推進旬間中に京福バスの車両前面に「11．1 警備の日」を周知するため

の広報幕の掲出や会員事業所による児童の登校時間帯における見守り活動等

を展開した。 

 

 (2) 大規模災害を想定した部隊編成訓練の実施 

令和４年１１月に実施された中部管区広域緊急援助隊訓練は、開催地が岐阜

県であったため、同訓練への当県からの参加はなかった。 

 

 (3) 暴力団等排除対策活動の推進 

当協会は、昭和５７年の警備業法改正以降、警備業からの暴力団排除を重点

施策として掲げ、取り組んでいる。 

令和４年度は、６月に暴排担当責任者（不当要求防止責任者）講習会を３年

ぶりに開催したほか、１１月に福井市内で開催された「暴力追放福井県民大会」

には多くの会員が参加した。 

 

 (4) 関係機関、団体等との連携及び支援活動の推進 

福井県、県警察が主催する会議や県暴力追放センター、県防犯協会等に対す

る活動支援及び協力を行ったほか、福井労働局との連携を密にし、警備員の募

集活動を積極的に推進した。 

 

６ 警備員等の確保（定着）事業の推進 

 (1) 警備業界のＰＲ 

ア 「警備の日」の周知活動 

全国警備業協会が提唱する「警備の日」の取組の一環として、福井県安全

安心まちづくり推進旬間と「警備の日」までの期間を含む１０月から１１月

の間、福井市内路線バス（８台８路線）の車両前面に「１１月１日は警備の

日」と書かれた広報幕を掲出し、県民の目に留まる形での広報活動を展開し



                              

 

た。   

イ 労働局主催の雇用対策への参画 

  深刻な警備員不足に対応するため、福井労働局との連携を密にし、９月に

ハローワーク福井庁舎講堂において「警備業界説明会」を開催した。 

 

ウ 機関紙「警協ふくい」の発行 

部内機関紙「警協ふくい」１００部を年２回（夏季号･新年号）、部内外に

発行し、業界内の動向を報じた。 

 

 (2) 警備員の士気高揚 

ア 警備業功労者等の表彰（令和４年５月２５日付け）       

                          （敬称略･順不同） 

表 彰 の 種 別 氏  名 年齢 事 業 所 名 

警察本部長・会長

連名表彰 

（警備業教育関係

等功労） 

金田  潤 ４４ 日本原子力防護システム㈱ 

河原 幸広 ３９ ㈱法美社 

会長表彰 

（永年勤続者） 

出口  亮 ４６ 

㈱アイビックス 

谷口 雅信 ６５ 

山田 雅史 ４６ 

福島 慶二 ５７ 

森下  尚 ４５ 

中野 史郎 ６０ 

上塚  巧 ６６ ㈱ナスカ敦賀支店 

谷口  晃 ４７ ㈱アイメル 

坪田 和晴 ４６ 日光セキュリティ㈱ 

会長表彰 

（優良警備員） 

松岡 健太郎 ４４ 

北陸綜合警備保障㈱福井支社 

今井 智之 ４９ 

静海 秀紀 ７１ 

柴田 達男 ５５ 

竹内 敏幸 ４０ 

澤本 芳和 ４８ 

㈱オーイング 上中 晃 ６１ 

大谷 茂 ６３ 

五十子 武志 ４１ 
㈱アイビックス 

辻  孝博 ３４ 



                              

 

田中 良直 ４７ 

山田 真広 ４２ 

㈱ナスカ敦賀支店 澤田  透 ４４ 

田中 真次 ４７ 

髙橋 克弥 ２８ ㈱アイゼン 

谷  誠一郎 ６１ ㈱アイワン 

佐藤 新平 ６４ ㈱ナショナルメンテナンス福井営業所 

感謝状 
尾崎 俊彦 ７０ － 

石田 喜代司 ７０ － 

 

イ 令和４年度健康増進ボウリング大会（昴会主催） 

   新型コロナウイルス感染予防の観点から開催を中止した。 

 

７ 職場環境の改善施策の推進 

令和４年度は、警備員の確保対策として、福井労働局との連携を密にし、業界

のアピールと警備員募集に努めた。 

その他、各種表彰の上申をはじめ、労働災害防止「論文･ポスター･標語」コン

クール等による労災事故防止意識の啓発向上を通じ、職場環境の改善を促した。 

 

 

８ 経営者・幹部研修会等の開催 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染予防の観点から各種研修会の開催を中

止したが、全警協を始めとする関係機関等からの通知文書の配布等を通じて、経

営者・幹部職員としての見識と資質の更なる向上を図った。 

 

 

９ 特別講習事業の積極的な推進 

 (1) 特別講習講師合同研修会 

令和４年度は、愛知県で開催された中部地区特別講習講師合同研修会に当協

会から特別講習講師５名を派遣し、講師のスキルアップを図った。 

 

 

 

 

 

 



                              

 

 (2)  特別講習開催状況 

   特別講習は、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、次表のとおり計６回

開催（施設警備２級２回、貴重品運搬警備２級（北３共催＝富山開催）１回、

雑踏警備２級（北三共催＝福井開催）１回、施設警備１級１回、交通誘導警備

２級１回）した。 

受講者総数 237 名（前年比－18 名）、合格者数 181 名（前年比－８名）、講習

全体の平均合格率は 76.4％（前年比＋2.3 ポイント）だった。 

 

 

 

種 別 

実施日 
受講者数 合格者数 合格率 

施設２級（１回目） 

R4． 4／23・24 
４３ ３８ 88.4％ 

貴重品２級（北三共催）富山 

R4． 6／11・12 
１５ １５ 100.0％ 

雑踏２級（北三共催）福井 

R4． 7／2・3 
３４ ３１ 91.2％ 

施設１級 

R4． 9／10・11 
３９ ２０ 51.3％ 

交通２級 

R4. 10／1・2 
５４ ３０  55.6％ 

施設２級（２回目） 

  R4. 11/12・13 
   ５２    ４７  90.4％ 

計６回 

計  ２３７ １８１ 76.4％ 

１級  ３９ ２０ 51.3％ 

２級 １９８ １６１ 81.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              

 

10 警備員指導教育責任者等講習の実施 

公安委員会から委託された警備員指導教育責任者講習(１～４号)及び機械警 

備業務管理者講習を次表のとおり計５回実施した。 

受講者総数 59 名（前年比＋4名）、合格者総数 54 名（前年比＋9名）で、平均

合格率は 91.5％（前年対比＋9.7 ポイント）だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

講習種別 実施期間 受講者数 合格者数 合格率 

１号 
新 6/ 6 ～  6/14 ２６ ２３ 88.5％ 

追 6/ 9 ～  6/14   ４   ２  50.0％ 

２号 
新 6/27 ～  7/ 4   ７   ７ 100.0％ 

追 6/30 ～  7/ 4 ５   ５ 100.0％ 

３号 
新 10/11 ～ 10/18 ２   ２ 100.0％ 

追 10/14 ～ 10/18 ４   ４ 100.0％ 

４号 
新 10/11 ～ 10/17 － － － 

追 10/14 ～ 10/17 ８   ８ 100.0％ 

機械管理 9/14 ～  9/20 ３   ３ 100.0％ 

計 ５９ ５４ 91.5％ 



                              

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 論文の部 

 

特選     題：労働災害防止の根幹と仲間の輪 

 

          尾﨑 真将  ㈱グリーンシェルター Ｇ－ＬＩＮＫＳ 

 

準特選    題：契約先を守るのは誰？ 

 

          礒部 裕哉  北陸綜合警備保障㈱福井支社 

 

労務委員会委員長賞 

 

題：「巡回中の落とし穴」 

 

          田辺 正   ㈱アイワン 

 

佳作     題：交通誘導警備中での失敗事例と対策 

 

          谷口 晃   ㈱アイメル 

 

 

２ ポスターの部 

 

  特選    題：チームワークで ゼロ災害 

 

          川原 仁美  ㈱グリーンシェルター Ｇ－ＬＩＮＫＳ 

 

 

 

令和４年度労働災害防止 

論文等コンクール入選者 



                              

 

３ 標語の部 

 

特選   「健康・安全・ゼロ災害」 みんなで築く 明るい職場 

     

   清水 宏祐  福井ビル管理㈱ 

 

準特選  忘れない ヒヤリとしたあの一瞬 いつも心に 安全意識 

 

       堀本 昌利  ㈱アイゼン 

 

労務委員会委員長賞 

 

     一人ひとりが 責任者 小さな問題 見逃すな 
 

       福井 茜   ㈱オーイング 

 

 


